
福島県立医科大学

第 7回 甲状腺検査専門委員会 診断基準等検討部会

次第

日時 :平成 26年 1月 19日 (日 )13:00～ 16:00

場所F:コンベンションルーム AP東京駅八重洲通り 11階 K室

1開 会

2挨 拶
福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター
副センター長 山下俊一

3 委員紹介

4議 事

【報 告】
(1)第 6回 甲状腺検査専門委員会 診断基準等検討部会 概要記録
(2)県内検査実施機関 (二次検査 。一次検査)について
(3)県内講習会および認定試験について
(4)第 13回検討委員会について

【協 議】
(1)第 14回検討委員会について
(2)手術症例について
(3)県民健康管理センターから保険診療担当医療機関への連携運用について

5 その他

6閉 会
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報告 1

第 6回 甲状線検査専門委員会 診断基準等検討部会 概要記録

日時 :平成 25年 11月 3日 (日 )13:00～ 16:30

場F~f:コンベンションルーム AP東京駅八重洲通り 13階 3室

1   幸風  翌野

(1)第 5回 甲状線検査専門委員会 診断基準等検討部会 概要記録
(2)甲状腺検査 (一次検査)実施状況 (県内検査)
(3)甲状腺検査 (一次検査)の判定区分別 (結節・嚢胞)による集計
(4)甲状腺検査 (二次検査)実施状況
(5)県外検査機関における甲状腺検査実施状況
″報告 1か ら5について資料に基づき説明が行われた。

2協 議

(1)癌症例についての経過報告
(2)低分化癌などの特殊型について
(3)細胞診結果について
(4)濾胞性腫瘍の取り扱いについて
。事例紹介を行い、意見交換がなされた。

(5)県外二次検査拠点の基準等について
。県外二次検査拠点の基準について、各委員から意見を伺った。

(6)県内講習会および認定試験について
。認定試験の受験資格の説明や 12月 に認定試験を行う予定であることについて報告
が行われた。

(7)びまん性甲状腺腫の取り扱いについて
・びまん性甲状腺腫の取り扱いについて各委員から意見を伺った。

(8)保険診療後の紹介先からの情報のフィードバック
。紹介先からの情報のフィー ドバックについてどのように行うかについて議論が行

われ、継続審議となった。

5 その他
第 7回甲状線検査専門委員会診断基準等検討部会の開催について
。次回の開催は平成 26年 1月 19日 (日 )を予定している。



報告 2

県 内検 査 実施機 関 (二次検査・ 一次検 査 )につ いて

1 県内検査実施機関 (二次検査 )
福島県 (保健福祉部)において、モデル的な 「県内検査拠点」として、星
総合病院 (郡山市 )、 福島労災病院 (いわき市)を選定し、福島県立医科大学
と甲状腺検査に関する協定を締結し、「県内検査実施機関」として平成 25年
7月 より、毎週 1回二次検査を実施している。

2 県内検査実施機関 (一次検査 )
平成 26年度からの本格検査を踏まえ、甲状腺検査を長期、継続して実施
する環境を構築し、県民がより身近な医療機関で検査を受けることができる

よう、福島県内で検査を担う医療機関の募集を福島県 (保健福祉部)で行い、
第 1期として 41医療機関を指定した。
公募した際の条件は別紙 「甲状腺検査実施基準」に定めている条件と同様
とした。

なお、県が指定した 41機関の内訳は、
(1)専門医がいる県内検査拠点 (9医療機関)
説明会を行い、福島県立医科大学と甲状腺検査に関する協定を締結し、

一次検査を実施していただく予定である。

(2)甲状腺超音波検査認定委員会の認定医師がいる県内検査拠点 (32医療機
関 )

説明会を行い、認定医は福島県立医科大学が行う出張検査に参加してい

ただいた後に協定を締結し、一次検査を実施していただく予定である。

※ 今後も県において募集を行い、一次検査、二次検査の県内検査拠点を増
やす予定である。



別紙

甲状腺検査実施基準

平成 24年 5月 22日 センター長制定

一部改正 平成 25年 10月 2日

1 -次検査
(1)超音波機器の条件

検査に使用する超音波検査機器は、次の全て満たすものを使用する。

ア 周波数が 10MHz以上のプローブを備えていること。

イ カラードプラ機能を備えていること。

ウ DICOM規格の静止画が保存できること。

工 DICOM規格の動画 (マルチフレーム)が保存できること。
オ 保存したデータを記憶媒体に保存できること。

(2)検査施設の条件

ア 以下のいずれかの学会が認定する専門医が勤務 (常勤・非常勤は間わない。)

していること。

医師   1日 本甲状腺学会、日本内分泌外科学会、日本甲状腺外科学会、
日本超音波医学会 (甲状腺 。体表・総合)※ 1

日本内分泌学会 (小児科)※ 2

イ 甲状腺超音波検査認定委員会認定医師※
3が
勤務 (常勤・非常勤は間わない)

していること。

なお、甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会 (学外専門委員会)が上記
ア、イの者と同等の者がいると判断した場合は、この限りではない。

3)検査者の条件
ア 以下のいずれかの学会の専門医または専門技師であること。

医師 日本甲状腺学会、日本内分泌外科学会、日本甲状腺外科学会、

日本超音波医学会 (甲状腺・体表 。総合)※ 1

日本内分泌学会 (小児科)※ 2

技師 日本超音波医学会認定超音波検査士 (体表臓器)

各学会名の後ろの ( )内は各学会の専門領域を想定している。
イ 甲状腺超音波検査認定委員会認定医師※

3

ウ 甲状腺超音波検査認定委員会認定技師※4



エ アもしくはイの指導・助言の下で検査を行う場合は、ア、イが検査者として

適当であると認めた医師又は技師であること。

ただし、アの技師が指導・助言できるのは技師に限る。

※ 1日本超音波医学会において、専門領域 (受験コース)に分かれる前に専門医になう
た方については、個別に確認するものとする。

※2日 本小児内分泌学会の会員で日本内分泌学会 (小児科)の専門医である医師。
※ 3、 4甲状腺超音波検査認定委員会認定医師、技師とは、(社)福島県医師会が主催す
る甲状腺超音波検査講習会を受講後、試験に合格し、同医師会が設置する機関に認

定された医師又は技師。

なお、甲状腺超音波検査認定委員会認定医師又は技師が福島県外に異動した場合

でも、甲状腺検査の検査者としての資格は有する。

ただし、資格取得後は 2年 ごとに甲状腺超音波検査講習会の受講が必要。

2 二次検査
(1)超音波機器の条件

検査に使用する超音波検査機器は、次の全て満たすものを使用する。

ア 周波数が 10MHz以上のプローブを備えていること。

イ カラードプラ機能を備えていること

ウ DICOM規格の静止画が保存できること。

工 DICOM規格の動画 (マルチフレーム)が保存できること。
オ 保存したデータを記憶媒体に保存できること。

(2)検査施設の条件

以下のいずれかの学会が認定する専門医であること (常勤・非常勤は間わない)。

なお、甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会 (学外専門委員会)が、以下
の者と同等の者がいると判断した場合は、この限りでない。

ア 日本甲状腺学会、日本甲状腺外科学会、日本内分泌外科学会
イ 日本超音波医学会 (甲状腺・体表・総合 )
ウ 日本臨床細胞学会 (総合)

(3)検査者の条件

ア 超音波検査
(ア ) 以下のいずれかの学会が認定する専門医であること (常勤・非常勤は
間わない)。

伍)日本甲状腺学会、日本甲状腺外科学会、日本内分泌外科学会



6)日本超音波医学会 (甲状腺・体表・総合)
(イ ) アの指導・助言の下で検査を行う場合は、アが検査者として適当であ
ると認めた医師又は技師であること。

イ 穿刺吸引細胞診
日本臨床細胞学会が認定する専門医 (総合/乳腺・甲状腺)であること。

附 則
この基準は、平成 24年 5月 22日 から適用する。

附 則
この基準は、平成 25年 10月 2日 から適用する。



報告 3

県内講習会および認定試験について

1 甲状腺超音波検査講習会及びハンズオンセミナー
福島県が行っている「県民健康管理調査」甲状腺検査の実施にあたり、本
県医師、技師の参加実現のため、甲状腺スクリーニングに必要な甲状腺の知
識と超音波検査に関する知識及び手技の習得をさせるとともに、認定作業を
行うことを目的として、福島県医師会会員、県内に在籍している医師、超音
波検査士、臨床検査技師及び放射線技師を対象にして、講習会及びハンズオ
ンセミナーを福島県医師会等の主催で平成24年 3月 から各 12回開催し、
延べ約 1400人の受講があった。
講師は、本部会の委員を始め、支援 7学会から派遣いただいている。

2 認定試験内容
(1)受験資格

上記講習会 3回、ハンズオンセミナー基礎編、応用編各 1回受講者
(2)資格認定機関

福島県医師会が設置する甲状腺超音波検査認定委員会
(委員長 :貴田岡正史先生)

(3)試験実施日
・ 第 1回 平成 25年 12月 1日 (日 )147名 受験
・ 第 2回 平成26年 1月 13日 (月 ) 89名 受験


